
学校名 狭山市立    狭山台中    学校 

  本校生徒会は、｢さやまっ子の誓い｣を 

 

承認します ・ 承認しません。 

 

本校のいじめ防止に関する実践 
 

狭山台中では６月の生徒総会を経て「さやまっ子の誓い」について確認し、全校生徒が承認

しました。 

 

＜活動目標＞ 

進化のための深化・深化・新化 
SDGs～Sayamadai Defence for the next Generation School 

 

 

１ 狭山台中いじめゼロ宣言 

 「さやまっ子の誓い」を受け、右のような狭山台中

独自の「いじめゼロ宣言」を定めています。 

 

 

２ 個人のいじめゼロ行動宣言 
「狭山台中いじめゼロ宣言」を基に、いじめを無くし

ていくために自分にはどんな行動ができるのか考え、

クラスの中で宣言することで居心地のよい学級、学年

にしていくために行いました。 

また廊下など目につきやすいところに行動宣言を

掲示することで、行動宣言を意識して生活すること

ができ、年間を通していじめを無くしていこうとする

雰囲気を作っていこうと考えました。そして学期ごと

にいじめゼロ宣言を意識して生活できているか振り

返りを行う事で、いじめを無くしていく雰囲気を持ち

続けられるようにしました。 

 

 



 

３ 挨拶運動 
毎週月曜日に生徒会本部役員が校門に立って、挨拶

運動を行いました。また他の委員会も挨拶運動を行って

おり、学校を上げて挨拶を良くしていこうと取り組みまし

た。右の写真は、狭山台小前での挨拶運動の様子です。

先輩としての自覚を持つことが、挨拶を「台中ブランド」

として広げていくことにつながると考えました。挨拶運動

を通して、元気の良い挨拶をできるようにするとともに、「狭山台中いじめゼロ宣言」にある、「人

の心を想う」や「いじめを許さない雰囲気」の実現につなげようとしています。 

 

４ 台中生交流会 

狭山台中学校では、生徒朝会の時間に、挨拶を活性化

し、他学年との関係性を深めることを目的とした「台中生交

流会」を行いました。交流会の中では、先輩から後輩に積極

的に声をかけていく姿とともに、たくさんの笑顔を見ることが

できました。学年を越えた挨拶の取組によって、「いじめを許

さない雰囲気」の土壌を、学校全体に広げられたと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


